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29日（金） 9：・ 00～ 1 3 ・：oo
プログラムの都合で時間に多少の変更があるかもしれません。
＠ 開催場所：京都大学原子炉実験所事務練会議室（ 口頭発表）
II II 図 書棟会議室（ポスター発表）
なお、詳しくは学術講演会の案内ページをご覧ください。
http://www.「「i.kyoto-u.ac.jp/IくOUEN/index.html
































































































































































































































































































































































































































































Particles accelerators are used to accelerate very small 
はじめに、日本語があまり上手じゃありませんから、簡単な言葉だけ pieces of matter. 


















Fixed Field Alternating Gradient synchrotron (FFAG) is 
a particu lar type of particle accelerator.in which the 




















第1回International Co「iference of 0-Amino Acid 
R esearch （旧AR）／第5回0－アミノ酸研究会学術講演会合同会議
を2009年7月1日（水）かS4日（土）までの4日間、風光明娼な兵庫
県淡路夢舞台国際会議場において開催しました。国生み神話による
と淡踏島は伊弊諾尊（いざなぎのみとと）・伊非冊尊（いざなみのみと
と）が天の沼矛（ぬ｜まこ）でドロドロした海原をかき回し、その矛先かう
滴り落ちたしずくが固まってできた最初の島ーいわば日本発祥の地 ノ酸のみから成り立っており、生物の身体の中では一部の例外はあ
であるということになっています。0－アミノ酸研究はいま、まさに混沌
とした状態から新しい学問領域として成熟してきたところであり、日
本かう多くの優れた研究が発信されていますので、0－アミノ酸研究
会初の国際会議はこの「園生み神話」にあやかり淡路島で行おうと思
い、2年前か5開催に向けて準備を進めてきました。外国か5の参加
者はアメリカ5人、ドイツ2人、フランス1人、イタリア3人、イスラエル
1人、オーストラリア2入、中国4入、韓国3人、インド2人、イラン1人、
スリラン力2入、以上l lヶ国26人の参加者があり、圏内からは100
人の参加者があり、合計126人の研究者が参加しました。発表は口
演38題、ポスター38題で、いす‘れも内容がすばらしく、良ぐ準備され
た講演で、あったため非常に活発な討論が行われました。
さて、ここで0－アミノ酸の研究について簡単に述べたいと思いま
ASKレポート.3
す。アミノ酸には左手構
造（L－型）と右手構造（D­
型）があります。私たちが
人工的にアミノ酸を化学
合成すると左手構造と右
手構造がl: lの割合でで
きますが、不思議なことに
地球上のすべての生物の
身体は左手構造のしアミ
救命講習会受講について
医務室・山本由佳看護師
京都大学原子炉実験所では、救命講習会を熊取消防署の協力の
下、毎年実施しており、80名近くの職員がAEDの使用を含めた救命
講習会を受講しています。最近は、AEDで救命という話題を自にす
ることも増えました。しかし、本当にAEDだけで救命できたのでしょ
うかつ救命のためには早期通報、早期心肺蘇生、早期電気ショック、そ
して早期専門的治療、この連携がスムーズに行くことが大切です。
AEDの使用方法を含め、より多くの方が救命処置を行えることが、
多くの命を救う第一歩です。（写真：H21.8.7の救命講習会）
※原子炉実験所では原子炉入り口の守衛棟にAE口を設置しています。
6 
るものの基本的｜こはしアミノ酸しか合成されません。これは生物の
発生以前に0－アミノ酸は除去されたからで、生物が生命活動を行う
ためには右左の構造が混在しては芯5芯いから芯のです。そういう
わけで、従来、0－アミノ酸は生命とは無関係なものと考えられてきま
した。しかし、近年、0－アミノ酸はヒトを含むほ乳類にいたる棟々芯生
命体に多様なかたちで存在し、老化、精神疾患の発症、内分泌制御
（ホルモン制御）等にも関係し種々の生理的機能を担っているととが
明らかになり、にわかに脚光を浴びるようになったのです。
0－アミノ酸の研究は生命の誕生や生命が芯ぜ特定の立体構造を
もっ分子のみを選択的に利用して進化するようになったのか等の生
命の根源的な謎を明らかにする研究かう、医学、薬学、タンパク質、ペ
プチドの研究、ワイン、チーズ、野菜芯どに含まれる0－アミノ酸の研
究、これらの0－アミノ酸を代謝、合成する酵素の研究、0－アミノ酸を
含む新しい機能をもった分子の実用に関する研究まで多岐にわたっ
て広がっています。本国際会議ではとれら最前線の研究者を世界中
から招轄し、4日間、同じホテルに宿泊し、親しく討議をしました。ま
た、日本文化！こ親しんでもううために茶道の体験、姫路城ツアーなど
も行い、大いに楽しんでいただきました。若手研究者との交流も十分
にできたと思います。
最後に本会議に支援していただいた多くの方々にこの場を借りて
感謝の意を表したいとおもいます。
